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『周易集註鈔』における「ハヅ」の用法─ 25 ─
　

現
代
語
で
、「
も
う
来
る
は
ず
だ
」
の
よ
う
に
、
確
信
に
近
い
推
量
を

表
わ
す
助
動
詞
（
広
義
に
用
い
る
）
と
し
て
「
は
ず
だ
」
は
広
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
語
源
は
、「
矢
筈
・
弓
筈
」
を
表
わ
す
「
筈
」
で
あ
る

と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
か
な
り
疑
わ
し
い
。
江
戸
初
期
の

抄
物
『
周
易
集
註
鈔
』（
一
六
六
一
年
版
）
に
は
「
ハ
ヅ
（
ゾ
・
ナ
リ
）」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
現
代
語
の
「
は
ず
だ
」
の
語
源
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
の
「
ハ
ヅ
（
ゾ
・
ナ
リ
）」
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

意
味
用
法
が
あ
る
か
。以
上
の
三
点
を
述
べ
る
の
が
本
稿
の
主
旨
で
あ
る
。

『
周
易
集
註
鈔
』
に
お
け
る
「
ハ
ヅ
」
の
用
法

山
田　

潔

一
　
は
じ
め
に

　

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る『
周
易
集
註
鈔（
１
）』（

以
下
、本
抄
と
称
す
る
）

は
首
巻
を
含
め
二
五
巻
か
ら
成
る
抄
物
で
あ
る
。
巻
末
に
「
于
時
寛
文
改

元
辛
丑
初
冬
上
旬
」
と
あ
る
の
で
、
一
六
六
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
が
、
講
述
者
は
未
詳
で
あ
る
。
丁
数
は
首
巻
67
丁
か
ら

二
四
巻
49
丁
に
至
る
ま
で
合
計
９
３
５
丁
を
数
え
る
。
か
な
り
大
部
の
抄

物
で
あ
る
。抄
物
は
、そ
の
文
体
か
ら
ナ
リ
体
と
ゾ
体
と
に
二
分
さ
れ
る
。

前
者
は
手
控
抄
物
で
あ
り
文
語
性
が
強
い
。
後
者
は
聞
書
抄
物
で
口
語
性
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が
強
い
。
本
抄
は
ナ
リ
体
と
ゾ
体
と
の
混
合
体
で
あ
り
、
ゾ
体
の
ほ
う
が

優
勢
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、ナ
リ
体
も
か
な
り
多
い
。ま
た
、

そ
の
分
布
は
巻
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
し
か
し
、
同
一
の
文
章
に
文
語
体

と
口
語
体
と
が
交
互
に
現
わ
れ
る
と
考
え
る
の
は
い
か
に
も
奇
異
で
あ

る
。
文
章
語
と
し
て
見
た
場
合
、
ナ
リ
体
と
ゾ
体
と
の
使
い
分
け
が
あ
る

と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
（
そ
の
問
題
は
本
稿
の
主
題
か
ら
外
れ
る

の
で
、
別
稿
に
譲
る
）。

　

さ
て
、
本
抄
は
江
戸
初
期
の
抄
物
で
あ
る
か
ら
、
室
町
期
の
抄
物
と
異

な
り
、
江
戸
初
期
の
口
頭
語
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
充
分
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
を
語
法
と
仮
名
遣
い
と
に
分
け
て
、
若
干
考
察
し
て
行
き
た

い
。
ま
ず
、
語
法
に
つ
い
て
は
、
二
段
活
用
動
詞
の
一
段
化
が
挙
げ
ら
れ

る
。
本
抄
に
も
、
次
の
よ
う
に
か
な
り
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

ア
タ
ヘ
ル
（
一
31
オ
）　

カ
ソ
（
数
）
ヘ
ル
（
二
二
71
ウ
）　

カ
（
兼
）

ネ
ル
（
一
六
18
オ
）　

カ
（
代
）
ヘ
ル
（
三
36
オ
・
四
９
オ
）　

助
ケ

ル
（
一
四
15
ウ
）　

ツ
ヾ
ケ
ル
（
二
35
ウ
）　

ト
ヽ
ノ
ヘ
ル
（
一
八
14 

ウ
）　

ト
ヽ
（
留
）
メ
ル
（
四
36
オ
）　

マ
ケ
ル
（
三
34 
オ
・

二
三
４
オ
）　

見ミ
セ

ル
（
首
46
オ
）　

敗
レ
ル
（
二
26
オ
）：
ス
（
過
）

キ
ル
（
一
一
１
ウ
・
一
三
14
ウ
）

　

一
文
献
で
こ
れ
だ
け
の
一
段
化
の
動
詞
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

室
町
期
の
抄
物
に
は
見
ら
れ
な
い
。
他
に
も
、
語
法
に
関
す
る
現
象
は
認

め
ら
れ
る
が
、
第
三
節
で
触
れ
る
の
で
右
に
留
め
る
。

　

次
に
、
仮
名
遣
い
に
関
し
て
は
、
規
範
性
を
維
持
し
て
い
る
。
当
時
の

仮
名
遣
い
に
関
わ
る
現
象
と
し
て
は
開
合
と
四
つ
仮
名
と
が
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
混
乱
に
関
し
て
は
、
本
抄
で
は
①
開
→
合
（
２
例
）　

②

合
→
開
（
１
例
）
③　

ヂ
→
ジ
（
１
例
）
④
ジ
→
ヂ
（
１
例
）
⑤
ヅ
→
ズ

（
１
例
）
の
６
例
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

① 

車
ノ
字
イ
ラ
ヌ
モ
ノ
ニ
テ
ア
ロ
ウ
ゾ
（
一
55
オ
）

　

 

本
義
ノ
不
善
ト
注
ス
ル
ガ
ヨ
サ
ソ
フ
ナ
ソ
（
四
６
ウ
）

② 

サ
フ
（
総
）
ジ
テ
久
ク
ス
ル
コ
ト
ハ
亨
テ
可
レ

咎
ソ
（
一
二
11
ウ
）

③ 

陽
ハ
陰
ヲ
帯
ル
モ
ノ
シ
ヤ
ホ
ド
ニ
（
二
26
オ
）

④ 

我
ガ
徳
ヲ
ヂ
マ
ン
（
自
慢
）
シ
テ
（
一
三
４
ウ
）

⑤ 

コ
ノ
段
ヲ
コ
ヽ
ニ
序
（
つ
い
）
ズ
ル
ナ
リ
（
二
三
28
ウ
）

　

も
と
よ
り
現
実
の
言
語
生
活
に
お
い
て
は
、
混
乱
は
多
く
見
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
本
抄
は
、
仮
名
遣
い
に
関
し
て
は
伝
統
に
則
っ
た
も
の
で

あ
り
、
規
範
性
が
強
い
。
右
の
う
ち
、
⑤
ヅ
→
ズ
に
は
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。す
な
わ
ち
、「
ズ
→
ヅ
」の
混
乱
例
は
皆
無
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

ハ
ヅ
を
ハ
ズ
（
筈
）
の
誤
表
記
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
「
ハ
ヅ
（
ゾ
・
ナ
リ
）」（
以
下
、
ハ
ヅ
と

略
記
す
る
）
の
用
例
は
合
計
69
例
が
認
め
ら
れ
る
。
２
例
以
上
現
わ
れ
る

巻
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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他
は
巻
二
・
一
三
・
一
六
・
一
八
・
二
二
・
二
三
に
各
々
１
例
ず
つ
が
現
わ

れ
、
合
計
69
例
と
な
る
。

　

こ
の
ハ
ヅ
の
用
法
は
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
用
例
を
２
例
だ
け
掲

げ
て
お
く
（
以
下
、
ハ
ヅ
の
用
例
に
、
各
節
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
す
る
。

ま
た
読
解
の
便
宜
の
た
め
に
、
句
読
点
を
施
す
）。

１ 

子
ト
ア
レ
バ
、
子
ノ
道
ヲ
尽
ス
ハ
ヅ
ソ
。
臣
ノ
職
分
ヲ
尽
ス
ト
同
シ

コ
ト
ゾ
。（
四
７
ウ
）

　

２
乾
ノ
徳
ア
リ
テ
、
需
テ
行
ナ
ラ
ハ
、
利
ヲ
得
ル
ハ
ヅ
ソ
。（
三
17
オ
）

　

右
は
、
文
末
に
位
置
す
る
と
い
う
構
文
か
ら
し
て
も
、
ま
た
、
意
味
内

容
か
ら
し
て
も
、
現
代
語
の
「
は
ず
（
筈
）
だ
」
に
酷
似
す
る
。
し
か
し
、

「
筈
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
「
ハ
ズ
」
と
な
る
。
し
か

る
に
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
こ
の
ハ
ヅ
の
仮
名
遣
い
は
一
貫
し
て
「
ハ
ヅ
」

な
の
で
あ
る
か
ら
、「
筈
」
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
表
記
は
全
て

片
仮
名
「
ハ
ヅ
」
で
あ
り
、
漢
字
表
記
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
漢
字
を
当
て
る
べ
き
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ハ
ヅ
が
語
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

二
　
ハ
ヅ
の
意
味

　

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
代
語
で
、
確
信
に
近
い
推
量
を
表
わ
す
助

動
詞
と
し
て
「
は
ず
だ
」
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
語
源
は
、「
矢

筈
・
弓
筈
」
を
表
わ
す
「
筈
」
で
あ
る
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
辞
書
類
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
見
ら
れ
る（
２
）。

予
定
・
当
然
・
確
信
な
ど
の
意
を
表
す
。
弓
の
弦
と
筈
が
ぴ
っ
た
り

合
う
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。「
そ
う
な
る
筈
だ
」

右
は
、「
ゆ
は
ず
」
を
受
け
て
の
説
明
で
あ
る
が
、「
筈
」
を
「
や
は
ず
」

と
考
え
て
も
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。
疑
問
は
二
つ
あ
る
。
ま

ず
、
右
は
弓
の
弦
と
筈
が
「
ぴ
っ
た
り
合
う
」
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
そ
う
な
る
筈
だ
」
の
「
筈
」
は
筈
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、「
ぴ
っ

た
り
合
う
」
こ
と
ま
で
を
含
意
し
な
い
。
次
に
「
弓
の
弦
と
筈
が
ぴ
っ
た

り
合
う
」
こ
と
が
、
ど
う
し
て
「
予
定
・
当
然
・
確
信
な
ど
の
意
を
表
す
」

こ
と
に
繋
が
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
以
上
の
二
点
か
ら
「
～
は
ず
だ
」

の
語
源
を「
筈
」と
す
る
こ
と
は
甚
だ
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

前
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
抄
に
は
ハ
ヅ
の
用
例
が
多
く
認
め
ら
れ

る
。
本
稿
は
「
～
は
ず
だ
」
の
語
源
は
こ
の
ハ
ヅ
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
、

順
次
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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本
抄
に
認
め
ら
れ
る
ハ
ヅ
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
他
の
抄
物
に
は
見
出
し

て
い
な
い
［
付
記
］。

大
部
の
抄
物
と
し
て
知
ら
れ
る
『
玉
塵
抄
』
に
も
用
例
は
見

ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
の
中
に
は
ハ
ヅ
に

相
当
す
る
語
例
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
五
九
五
年
に
刊
行
さ
れ

た
『
羅
葡
日
対
訳
辞
書（
３
）』

の
中
に
「fazzu

（
は
づ
）」
を
含
む
語
例
が
６

例
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
そ
の
用
例
に
注
目
し
た
い
。
以
下
、
原
文
は
葡

語
→
日
本
語
の
順
序
な
の
で
あ
る
が
、
読
解
の
便
宜
の
た
め
に
、
日
本
語

→
葡
語
と
す
る
。

Fazzu,yacusocu.

（
は
づ
、
約
束
）Conserto

（
合
意
）

 
（138A

05 com
pactum

）

Fazzuuo totte m
onouo suru.

（
は
づ
を
取
っ
て
物
を
す
る
）

fazer algũa cousa de concerto.

（
合
意
に
基
づ
き
あ
る
事
を
行

う
）（138A

05 com
pactum

）

Fazzuuo tori,l,tagaini yacusocu suru cotonari.
（
は
づ
を
取

り
、
あ
る
い
は
、
互
ひ
に
約
束
す
る
こ
と
な
り
）Pacto,ou 

concerto.

（
協
定
、
ま
た
は
、
合
意
）（143A

36 conciliatto
）.

T
againo fazzu. yacusocu.

（
互
ひ
の
は
づ
、
約
束
）Pacto,ou 

concerto entre alguns.

（
何
人
か
の
間
の
協
定
、
ま
た
は
、
合
意
）

 

（146 B31condictum

）

T
againo yacusocu,l,fazzu.

（
互
ひ
の
約
束
、
あ
る
い
は
、
は
づ
）

Pacto,concerto.

（
協
定
、
合
意
）（147A

18 conditio

）

Fazzu uo toru.（
は
づ
を
取
る
）Fazer cõtrato com

 alguem
.（

あ

る
人
と
契
約
を
行
う
）（163B23 contraho

）

右
の
よ
う
に
、「fazzu

（
は
づ
）」
を
「yacusocu

（
約
束
）」「Conserto

（
合
意
）」「Pacto

（
協
定
）」「cõtrato 

（
契
約
）」
に
置
換
し
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る
。『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
』『
日
本
国
語
大

辞
典
』
と
も
に
「
は
づ
」
を
立
項
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
右
の
『
羅
葡

日
対
訳
辞
書
』
の
語
例
、
お
よ
び
、
本
抄
の
用
例
か
ら
、
ハ
ヅ
が
語
と
し

て
存
在
し
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
本
抄
の
用
例
を
勘

案
す
る
と
、
ハ
ヅ
は
「
約
束
」
す
る
と
い
う
行
為
で
は
な
く
、「
約
束
」

し
た
結
果
、
互
い
の
間
に
成
立
し
た
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
約
束
事
を
意
味

す
る
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
双
方
に
と
っ
て
拠
り
所

と
な
る
基
準
・
方
針
・
根
拠
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
にfazu

（
は
ず
）」
の
語
例
も
認
め
ら
れ
る
。「
や

は
ず
」「
ゆ
は
ず
」
を
意
味
す
る
「
筈
」
の
語
例
が
ま
ず
存
在
す
る
。

M
otofazu,yafazu.

（
元
筈
・
矢
筈
）（173 A

08 crenae

）

Y
afazu.

（
矢
筈
）（173 A

08 crenae

）

　

注
目
す
べ
き
は
、「fazu

（
は
ず
）」
の
綴
り
で
、
右
に
引
用
し
た
「fazzu

（
は
づ
）」
の
意
味
に
当
た
る
語
例
が
14
例
（
う
ち
、
10
例
は
「
は
ず
を

取
る
」）
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
４
例
を
挙
げ
る
。
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Y
acusocu,qeiyacu,fazu （

４
）

.

（
約
束
、
契
約
、
は
ず
）Concerto,ou 

auença
（
契
約
、
ま
た
は
、
協
定
）（165B30 conuentio

）

M
ucaxi R

om
ani voite fazuuo totte xitaru baitocuno 

yacusocu.

（
昔Rom

a
に
お
い
て
は
ず
を
取
つ
て
し
た
る
買
得
の
約

束
）H

um
 condrato solenne entre os R

om
anos na 

com
pra,&

 venda.

（
売
買
に
お
け
る
ロ
ー
マ
人
の
間
の
正
式
の
契

約
）（440B38 m

ancipatio

）

Fazu,,tagaino qeiyacu. 

（
は
ず
、
互
ひ
の
契
約
）Concerto,ou 

auença.

（
契
約
、
ま
た
は
、
協
定
）（538B44 pactio

）

Fazuuo totte sadam
etaru coto.

（
は
ず
を
取
つ
て
定
め
た
る
事
）

Cousa asentada por concerto.

（
契
約
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た

事
柄
）（539A

04 pactus

）

　
「fazu

（
は
ず
）」
を
新
た
に
「qeiyacu

（
契
約
）」「auença
（
協
定
）」

に
置
換
し
て
い
る
。
以
上
、『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
に
お
い
て
は
、
本
抄

の
ハ
ヅ
に
該
当
す
る
語
を
「fazzu

（
は
づ
）」「fazu

（
は
ず
）」
両
様
の

綴
り
で
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』に
次
い
で
刊
行
さ
れ
た『
日
葡
辞
書（
５
）』（
一
六
〇
三

～
四
年
）
は
右
と
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。
ま
ず
「
ハ
ヅ
」「
筈
」
２
語

が
立
項
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
綴
り
は
と
も
に
「fazu

」
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
の
「fazzu

」
が
「fazu

」
に
吸
収
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、「
ハ
ヅ
」
の
語
釈
は
「Conserto

（
合
意
）」
と
あ
り
、

『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
次
に
、「
ハ
ヅ
」
に

当
た
る
「fazu

」
の
用
例
を
見
て
行
く
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
日
本

語
訳
は
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
従
う
）。

Fazuuo auasuru.

（
ハ
ズ
を
合
は
す
る
）Com

prir a prom
essa,&

 
concerto.

（
協
定
や
約
束
を
履
行
す
る
）

Fazuga chigo ‹.

（
ハ
ズ
が
違
ふ
）D

iscrepar do concerto,ou 
prom

essa.

（
協
定
と
か
約
束
と
か
が
食
い
違
う
）

Fazuuo auasuru. 

（
ハ
ズ
を
合
は
す
る
）Fazer de pessoa,ou 

com
o se espera delle na guerra.

（
戦
争
な
ど
の
際
に
、
つ
と

め
て
勇
敢
に
振
舞
う
、
ま
た
は
、
自
分
に
か
け
ら
れ
た
期
待
ど
お
り

に
働
く
）

Fazuno auanu fto.

（
ハ
ズ
の
合
は
ぬ
人
）H

om
em

 que não 
cum

pre com
 o que ficou,ou dar não fez o que deue 

com
form

e ao concerto que se tem
 de sua pessoa ,&

c.

（
自

分
の
引
き
受
け
た
こ
と
を
果
た
さ
な
い
人
、
ま
た
は
、
そ
の
人
物
に

つ
い
て
他
の
人
が
抱
い
て
い
る
観
念
・
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
事
を
し
な
い
人
）

　
「Fazuuo auasuru.

（
ハ
ズ
を
合
は
す
る
）」
は
動
詞
「auase

（
合
は

せ
）」
に
も
登
載
さ
れ
て
い
る
。
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X
ubi,l.fazuuo auasuru.

（
首
尾
、
あ
る
い
は
、
ハ
ズ
を
合
は
す
る
）

Conco

（r

）dar o principio &
 o fim

,ou com
prir a prom

essa.
（
始
め
と
終
わ
り
と
を
一
致
さ
せ
る
、
ま
た
は
、
約
束
を
果
た
す
）

『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
が
、
語
例
「
ハ
ヅ
を
取
る
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

両
者
の
対
等
の
契
約
に
重
き
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、『
日
葡
辞
書
』

の
「
ハ
ズ
を
合
は
す
る
・
ハ
ズ
の
合
は
ぬ
人
」
は
、
一
方
が
他
方
に
適
合

す
る
か
否
か
に
重
点
が
移
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
筈
と
弦
と
の
関
係
に
通

じ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
ハ
ズ
は
、
語
と
し
て
「
筈
」
の
影
響
を
受
け
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る（
６
）。
し
か
し
、
葡
語
訳
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
意

味
上
『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』
のfazzu
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。

　

他
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
ま
で
は
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
が
、『
天
草
本

平
家
物
語
（
一
五
九
二
年
刊
）』
の
「fazu

（
筈
）」
に
つ
い
て
一
言
し
て

お
き
た
い
。『
天
草
本
平
家
物
語（
７
）』
に
は
「
筈
」
の
意
味
のfazu

が
４
例

現
わ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
２
例
はfazzu

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
混
用
例

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。『
羅

葡
日
対
訳
辞
書
』
で
は
本
来
のfazzu

（
ハ
ヅ
）
がfazu

（
ハ
ズ
）
と
も

表
記
さ
れ
、『
日
葡
辞
書
』
で
はfazzu

がfazu

に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
音
韻
史
上
「
づ
」
が
「
ず
」
と
一
体
化
す
る
と
い
う
背
景
を
踏
ま

え
て
い
る
。『
天
草
本
平
家
物
語
』
は
一
五
九
二
年
に
成
立
し
、
そ
れ
は

fazzu

とfazu

と
を
区
別
し
つ
つ
も
混
用
の
見
ら
れ
た
『
羅
葡
日
対
訳
辞

書
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
。

　

亀
井
孝
氏
は
、
四
つ
仮
名
の
混
用
の
う
ち
ジ
・
ズ
に
つ
い
て
「
撥
音
に

つ
ゞ
く
場
合
に
限
り
、
却
つ
て
、「
ジ
」「
ズ
」
を
〔d （
マ
マ
）

zj

〕〔dzu

〕
と
発

音
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
実
質
的
に
は
、
依
然
、〔j

〕〔d
j

〕〔zu

〕

〔dzu

〕
の
四
種
が
、
当
時
も
、
共
存
し
た
こ
と
に
な
る
」
の
よ
う
に
、

音
声
学
的
に
説
明
し
て
い
る（
８
）け

れ
ど
も
、右
のfazzu

（
ハ
ヅ
）とfazu

（
ハ

ズ
）
と
の
混
乱
は
、
本
稿
に
指
摘
し
て
い
る
ハ
ヅ
と
筈
（
ハ
ズ
）
と
の
、

意
味
上
の
混
用
が
原
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
参
考
に
な
る
の
は
「
甲
（
カ
フ
・
コ
フ
）
で
あ
る
。

「
手
の
甲
・
亀
の
甲
」
な
ど
の
「
こ
ふ
」
は
本
来
和
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
、
開
合
の
合
一
の
結
果
、
漢
字
音
「
甲
（
カ
フ
）」
と
同
音
に
な
り
、

和
語
「
こ
ふ
」
が
漢
語
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、

か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る（
９
）。
ハ
ヅ
と
「
筈
（
ハ
ズ
）」
と
の
関
係
も

そ
れ
に
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
「
約
束
・
契
約
」
を
意
味
す
る
ハ

ヅ
は
、「
や
は
ず
・
ゆ
は
ず
」の「
筈
」と
は
別
語
で
あ
っ
た
。そ
れ
が「
ズ
・

ヅ
」
の
合
一
の
結
果
、
ハ
ヅ
と
「
筈
（
ハ
ズ
）」
と
が
同
音
に
な
っ
た
の
で
、

両
者
が
同
一
語
で
あ
る
か
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
よ
う
に
、
ハ
ヅ
の
意
味
のfazu

を

「fazu
（
筈
）」
と
表
記
す
る
の
は
「
当
て
字
」
で
あ
り
、
助
動
詞
「
ハ
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ズ
だ
」
を
「
筈
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
は
、
一
種
の
民
間
語
源
説
で
あ

る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

　

な
お
、
時
代
は
下
る
が
、
坂
梨
隆
三
氏
は
、
近
松
の
世
話
物
作
品
24
編

の
四
つ
仮
名
を
精
査
せ
ら
れ
、「
筈
」
は
88
例
全
て
「
は
づ
」
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
そ
の
挙
げ
ら
れ
た
用
例
に
「
追
付
頼
み
が
く
る
は
づ
」

「
筈は
づ

ち
が
へ
る
男
じ
や
な
い
」
が
あ
る
。
こ
の
２
例
は
、
と
も
に
本
稿
で

問
題
と
す
る
ハ
ヅ
の
用
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
正
し

い
」
仮
名
遣
い
で
あ
る
と
言
え
る
。

三
　
ハ
ヅ
の
用
法
（
一
）
体
言
用
法

　

本
抄
は
ナ
リ
体
と
ゾ
体
と
の
混
合
体
で
あ
る
か
ら
、「
ナ
カ
リ
キ

（
一
七
22
ウ
）」「
ナ
リ
ケ
ル
ヲ
（
二
４
オ
）」「
ナ
ラ
ン
（
二
47
オ
）」「
ア

リ
ケ
ン
（
二
二
79
ウ
）」「
ト
リ
玉
ヒ
ケ
ラ
シ
（
二
三
15
オ
）」「
ア
ル
ベ
ケ

レ
ド
モ
（
八
14
ウ
）」
の
よ
う
な
文
語
助
動
詞
が
現
れ
る
と
と
も
に
、「
ヨ

カ
ラ
ウ
カ
（
一
九
23
ウ
）」「
ア
ル
ラ
ウ
（
二
三
15
ウ
）」「
シ
ツ
ラ
ウ

（
一
六
18
ウ
）」
の
よ
う
な
口
語
助
動
詞
も
、
ま
ま
現
わ
れ
る
。
し
か
し
、

推
量
の
助
動
詞
と
し
て
室
町
末
期
ま
で
頻
用
さ
れ
て
い
た
「
ウ
ズ
」
は
、

そ
の
前
身
「
思
ハ
ン
ズ
レ
ド
モ
（
三
８
ウ
）」
は
１
例
認
め
ら
れ
る
が
、

本
抄
に
は
現
わ
れ
な
い
。
ウ
ズ
は
、
基
本
的
に
、
前
代
の
ベ
シ
の
意
味
用

法
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る）

（（
（

が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
ハ
ヅ
（
ゾ
・
ナ
リ
）」

は
、
ウ
ズ
の
意
味
用
法
に
極
め
て
近
い
様
相
を
呈
す
る
。
順
次
そ
れ
を
述

べ
て
行
き
た
い
。

　

ま
ず
、
前
節
で
確
か
め
た
よ
う
に
、
ハ
ヅ
は
、「
約
束
」「
契
約
」

「Conserto

（
合
意
）」「Pacto

（
協
定
）」「cõtrato （
契
約
）」「auença

（
協
定
）」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
、

行
動
の
拠
り
所
と
な
る
基
準
・
方
針
・
根
拠
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
個
々
の
当
事
者
の
具
体
的
な
関
係
を
離
れ
て
、
一
般
的
に
考
え

る
な
ら
ば
、
広
く
認
定
さ
れ
る
物
事
の
道
理
・
原
則
・
軌
範
・
常
識
な
ど

の
意
味
に
繋
が
っ
て
い
く
。
ハ
ヅ
が
確
信
に
近
い
推
量
を
表
わ
す
助
動
詞

に
発
展
す
る
の
は
、
右
の
よ
う
に
、
意
味
用
法
が
派
生
拡
大
し
、
一
般
化

し
た
こ
と
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　

具
体
的
に
見
て
行
き
た
い
。
ま
ず
、
ハ
ヅ
は
本
来
名
詞
で
あ
る
か
ら
、

名
詞
特
有
の
用
法
が
認
め
ら
れ
る
。

１ 

兊
ハ
陰
柔
ニ
テ
、
下
ニ
ア
ル
ハ
ヅ
ノ
（
＝
下
に
あ
る
の
が
道
理
の
）

モ
ノ
ソ
。
乾
ハ
陽
剛
ニ
テ
、
上
ニ
ア
ル
ハ
ヅ
ノ
モ
ノ
ソ
。（
五
２
ウ
）

２ 
尊
位
ニ
居
テ
、
人
ヲ
養
フ
ハ
ヅ
ノ
（
＝
人
を
養
う
の
が
義
務
・
務
め

の
）
者
ガ
、
養
フ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
ホ
ト
ニ
、
払
経
（
＝
払モ
ト
ルレ

経
ニ

）
ト
云

ソ
。（
一
〇
23
ウ
）

３ 

大
有
ハ
道
ニ
大
ニ
通
ス
ル
コ
ト
無
ケ
レ
ハ
、
大
ニ
有
ツ
ハ
ヅ
ハ
（
＝
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…
と
い
う
道
理
は
）
ア
ル
マ
イ
ソ
。（
六
13
オ
）

４ 
七
月
ニ
一
陽
生
ス
ル
ト
キ
ハ
、
七
爻
ニ
ア
タ
ル
ソ
。
故
ニ
七
日
ト
云

ソ
。
シ
カ
ラ
バ
、
七
月
ト
云
ン

ハ
ヅ
ヲ
（
＝
…
と
い
う
の
が
適
当
で

あ
る
、
そ
れ
を
）
七
日
ト
云
ハ
、
七
ハ
陽
数
ニ
テ
日
ハ
陽
物
ソ
。

 

（
九
21
オ
）

　

三
上
章
氏
は
、「
ガ
・
ノ
可
変
」と
い
う
操
作
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
彼
の
来
る
は
ず
が
な
い
」
の
「
は
ず
」
は
名
詞
、「
そ
ろ
そ
ろ
彼
が
来

る
は
ず
だ
」
の
「
は
ず
だ
」
は
「
名
詞
く
ず
れ
」
が
し
て
い
る
の
で
準
詞

（
助
動
詞
）
と
認
め
ら
れ
る
と
説
明
し
て
い
る）

（1
（

が
、
右
の
用
例
は
前
後
の

接
続
関
係
か
ら
し
て
、
ま
だ
「
名
詞
く
ず
れ
」
し
て
い
な
い
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。

　

ま
た
、
ハ
ヅ
が
「
ハ
ヅ
ゾ
」
の
よ
う
に
文
末
に
あ
る
場
合
で
も
、
右
の

用
例
３
「
人
ヲ
養
フ
ハ
ヅ
ノ
（
＝
人
を
養
う
の
が
義
務
・
務
め
の
）
者
」

と
同
様
、「
ハ
ヅ
ゾ
」
の
上
の
連
体
修
飾
節
を
意
味
的
に
主
語
（
時
枝
文

法
の
対
象
語
）
と
し
て
、「
ハ
ヅ
ゾ
（
＝
道
理
だ
）」
と
認
定
し
て
い
る
用

法
の
あ
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

５ 

入
ラ
ヌ
処
ヘ
無
理
ニ
入
ル
ヽ
デ
無
ホ
ド
ニ
、
刀
ニ
サ
ワ
ル
モ
ノ
ガ
無

ケ
レ
ハ
、
刃
ノ
新
ニ
研
ダ
ヤ
ウ
ナ
ハ
ヅ
ソ
。（
二
二
49
オ
）

　

右
は
『
荘
子
』
に
現
わ
れ
る
「
庖
丁
」
の
話
の
引
用
で
あ
る
が
、
刀
を

骨
に
も
肉
に
も
全
く
当
て
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
、「
刃
ノ
新
ニ
研
ダ
ヤ

ウ
ナ
（
＝
ま
る
で
刃
が
研
ぎ
た
て
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
）
ハ
ヅ
ソ
（
＝

道
理
だ
→
尤
も
だ
）」
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、「
刃
ノ

新
ニ
研
ダ
ヤ
ウ
」
に
見
え
る
コ
ト
は
、
推
量
の
対
象
で
は
な
く
、
既
定
の

コ
ト
ガ
ラ
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
刀
ニ
サ
ワ
（
障
）
ル
モ
ノ
ガ
無
」

い
の
だ
か
ら
「
ハ
ヅ
ソ
（
＝
尤
も
だ
）」
だ
と
認
定
し
て
い
る
。
現
代
語

の
「
道
理
で
彼
が
そ
う
言
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
言
い
方
に
繋
が
る
。
こ

の
よ
う
に
、「
ハ
ヅ
ゾ
」
に
係
る
語
句
（
節
）
を
意
味
上
の
主
語
（
対
象
語
）

と
し
、
そ
れ
を
「
ハ
ヅ
ゾ
」
で
、「
道
理
だ
・
尤
も
だ
」
と
判
定
す
る
と

理
解
し
た
方
が
分
か
り
や
す
い
用
例
は
、
か
な
り
多
く
認
め
ら
れ
る
。
一

例
を
挙
げ
て
お
く
。

６ 

子
ト
ア
レ
バ
、
子
ノ
道
ヲ
尽
ス
ハ
ヅ
ソ
。
臣
ノ
職
分
ヲ
尽
ス
ト
同
シ

コ
ト
ソ
。（
四
７
ウ
）

　

右
は
、
子
と
し
て
の
道
を
尽
く
す
は
ず
だ
と
推
量
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、「
子
ノ
道
ヲ
尽
ス
」
の
が
「
ハ
ヅ
ソ
（
道
理
だ
→
当
然
だ
）」
と
判
定

し
て
い
る
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

四
　
ハ
ヅ
の
用
法
（
二
）
必
然
用
法

　

文
末
の
「
ハ
ヅ
（
ゾ
・
ナ
リ
）」
の
用
法
に
つ
い
て
見
て
行
く
こ
と
に

す
る
。
ベ
シ
に
は
可
能
・
意
志
・
推
量
・
義
務
・
当
然
・
命
令
・
適
当
・
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予
定
の
意
味
用
法
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、基
本
的
に
２
類
に
大
別
で
き
る
。

「
必
然
」
と
「
当
然
」
と
で
あ
る
。「
必
然
」
と
は
「
必
ず
～
（
で
あ
る
）

は
ず
だ
・
違
い
な
い
」
と
い
う
確
か
な
推
量
の
意
味
で
あ
り
、「
当
然
」

と
は
「
当
然
～
（
す
る
）
は
ず
だ
・
べ
き
だ
・
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、

当
為
の
意
味
を
含
む
。
両
者
は
画
然
と
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

右
の
ベ
シ
の
８
種
類
の
意
味
用
法
は
、そ
の
い
ず
れ
か
に
分
類
で
き
る（
川

村
大
氏
に
よ
っ
て
詳
し
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る）

（1
（

）。
ベ
シ
を
踏
襲
し
た

ウ
ズ
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
本
抄
に
ウ
ズ
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ハ
ヅ
は
基

本
的
に
ウ
ズ
の
用
法
に
近
似
す
る
。
そ
れ
を
具
体
的
に
分
析
し
て
行
く
こ

と
に
す
る
。

　

ま
ず
、確
か
な
推
量
を
表
わ
す
用
法
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
は
、「
必
ず
」

に
呼
応
す
る
用
例
が
４
例
認
め
ら
れ
る
（
類
例　

七
11
オ
・
九
22
オ
）。

１ 

物
畜
聚
ス
ル
ト
キ
ハ
、
必
ス
養
フ
ハ
ヅ
ゾ
。
不
レ
ハ
レ

養
失
亡
ス
ル
モ

ノ
ソ
。（
一
〇
17
ウ
）

２ 

才
質
ノ
剛
ナ
ル
者
ガ
中
道
ニ
不
レ

居
ト
キ
ハ
、
必
ズ
訟
ス
ル
ハ
ヅ
ソ
。

 

（
三
37
オ
）

　

ま
た
、
コ
ソ
に
よ
る
強
調
表
現
の
構
文
に
ハ
ヅ
の
用
い
ら
れ
て
い
る
用

例
も
認
め
ら
れ
る
。

３ 

ア
ツ
マ
ル
ハ
、
陰
ト
陰
ト
、
陽
ト
陽
ト
コ
ソ
、
類
ガ
萃
ル
ハ
ツ
ナ
レ

ハ
ナ
リ
。（
一
六
14
オ
）

　

次
に
、
そ
う
判
断
す
る
根
拠
・
理
由
を
、
接
続
助
詞
「
ほ
ど
に
」、「
已

然
形
＋
ば
」、「
～
か
ら
は
」に
よ
っ
て
明
示
し
、そ
の
文
末
に「
ハ
ヅ（
ゾ
・

ナ
リ
）」
の
用
い
ら
れ
た
用
例
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

　

接
続
助
詞
「
ほ
ど
に
」
の
用
例
は
10
例
あ
る
。

４ 

功
ハ
九
二
ニ
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
六
三
ニ
无
功
ハ
ヅ
ソ
。（
四
９
オ
）

５ 

志
定
ル
ト
キ
ハ
、
僭
シ
レ

上
ヲ

害
レ

下
ノ
コ
ト
ナ
キ
ホ
ト
ニ
、
天
下
ハ
治

ル
ハ
ヅ
ソ
。（
五
３
ウ
）

６ 

柔
／
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
必
ス
剛
ナ
ル
ホ
ト
ニ
、
知
レ

柔
ト
キ
ハ
、
剛
ヲ

知
ハ
ヅ
ソ
。（
七
５
ウ
／
６
オ
）

　
「
已
然
形
＋
ば
」
は
、「
ナ
レ
バ
」
の
表
現
形
式
で
７
例
が
認
め
ら
れ
る
。

（
類
例　

首
52
オ
・
首
52
オ
・
四
９
ウ
・
八
３
ウ
・
一
二
14
オ
）。

７ 

郊
ニ
ノ
カ
レ
テ
、
需
テ
居
ル
ナ
レ
ハ
、
険
難
ノ
世
ヲ
犯
シ
テ
、
行
コ

ト
／
ハ
ナ
イ
ハ
ヅ
ソ
。（
三
19
オ
／
ウ
）

８ 

尊
位
ニ
ア
リ
テ
、
道
大
中
ナ
レ
ハ
、
尊
宗（
マ
マ
）セ
ラ
ル
ヽ
ハ
ツ
ソ
。

 

（
六
12
ウ
）

　
「
～
か
ら
は
」
は
現
代
語
の
「
～
か
ら
に
は
」
に
当
た
る
。
そ
の
こ
と

を
前
提
と
す
れ
ば
、
以
下
の
こ
と
が
当
然
成
立
す
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
（
類
例　

三
３
ウ
）。

９ 

曠
遠
ノ
地
ニ
ノ
カ
レ
テ
処
カ
ラ
ハ
、
険
難
ヲ
犯
シ
テ
行
コ
ト
ハ
無
キ
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ハ
ヅ
ソ
。（
三
19
ウ
）

10 
微
ハ
必
ス
顕
ル
ヽ
ホ
ト
ニ
、微
ヲ
知
カ
ラ
ハ
、彰
ヲ
知
ハ
ヅ
ソ
。（
七
５

ウ
）

　

右
は
、
一
文
内
に
「
ハ
ヅ
ゾ
」
と
推
定
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
用

例
で
あ
る
が
、
二
文
を
接
続
詞
「
故
に
」
で
連
接
す
る
用
法
（
用
例
11
）、

文
脈
上
、
前
文
が
そ
の
根
拠
を
示
す
用
法
（
用
例
12
）
も
認
め
ら
れ
る
。

11 

陰
柔
ノ
モ
ノ
ガ
陽
剛
ヲ
ト
ヽ
／
ム
ル
ホ
ト
ニ
、
一
朝
一
夕
ニ
ハ
ナ
ル

マ
イ
ソ
。
…
故
ニ
戒
ム
ル
ハ
ヅ
ソ
。（
四
37
ウ
／
38
オ
）

12 

陰
陽
ハ
夫
婦
ノ
道
、
即
チ
剛
柔
ナ
リ
。
情
ノ
相
接
ス
ル
ハ
ヅ
ソ
。

 

（
三
９
ウ
）

　

以
上
は
、
前
件
の
既
定
の
コ
ト
ガ
ラ
を
根
拠
と
し
て
、
後
件
の
成
立
す

る
蓋
然
性
の
高
い
こ
と
を
「
ハ
ヅ
ゾ
」
で
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、

前
件
が
未
定
の
コ
ト
ガ
ラ
で
あ
る
が
、
も
し
そ
れ
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
に
付
随
し
て
後
件
も
成
立
す
る
に
違
い
な
い
と
い
う
判
断
を
「
ハ
ヅ

ゾ
」
で
表
現
し
た
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
前
件
に
「
～
な
ら
ば
」
を

用
い
た
用
例
が
２
例
あ
る
。

13 

イ
カ
ニ
周
公
ノ
徳
ガ
天
子
ノ
如
ナ
ト
テ
モ
、
臣
ナ
ラ
ハ
、
臣
ノ
職
バ

カ
リ
ヲ
ス
ル
ハ
ツ
ソ
。（
四
７
ウ
）

14
乾
ノ
徳
ア
リ
テ
、
需
テ
行
ナ
ラ
ハ
、
利
ヲ
得
ル
ハ
ヅ
ソ
。（
三
17
オ
）

　
「
～
と
き
は
」
と
い
う
表
現
も
、「
～
な
ら
ば
」
と
同
様
、
前
提
条
件
を

表
わ
す
（
類
例　

四
26
ウ
・
七
21
オ
・
一
〇
３
オ
）。

15
本
道
ニ
カ
ヘ
ル
ト
キ
ハ
、
咎
ノ
無
ハ
ヅ
ソ
。（
四
36
ウ
）

16 

中
正
ノ
徳
ア
ツ
テ
、
自
守
ル
ト
キ
ハ
、
心
静
ナ
リ
。
静
ナ
ル
ト
キ
ハ
、

思
慮
明
審
ナ
ル
ハ
ヅ
ソ
。
逸
楽
ニ
シ
テ
、
中
正
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。

 

（
七
６
オ
）

　

右
と
は
逆
に
、
前
件
が
成
立
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
後
件

も
成
立
す
る
こ
と
が
無
い
か
、
困
難
か
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
ハ
ヅ
で
表

わ
す
用
法
も
認
め
ら
れ
る
。

17 

始
ニ
孚
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
終
ニ
ハ
吉
ア
ラ
ン
ソ
。
始
ニ
比
ス
ル
ニ
、
誠

ガ
無
キ
ナ
ラ
ハ
、
終
ニ
吉
ガ
ア
ル
ハ
ヅ
ハ
ナ
イ
ソ
。（
四
21
オ
）

18 

タ
ト
ヘ
ハ
、
蒙
者
ト
発
蒙
者
ト
ノ
情
ガ
一
ツ
ニ
ナ
ラ
ス
ン
ハ
、
善
教

ヲ
云
ヒ
キ
カ
ス
ル
ト
モ
、
難
ㇾ
入
ハ
ヅ
ソ
。（
三
９
ウ
）

　

以
上
、「
ハ
ヅ
（
ゾ
・
ナ
リ
）」
が
「
必
然
」
す
な
わ
ち
「
必
ず
～
（
で

あ
る
）
は
ず
だ
・
違
い
な
い
」
を
表
わ
す
と
い
う
根
拠
を
構
文
の
上
で
指

摘
し
た
。五

　
ハ
ヅ
の
用
法
（
三
）
当
然
用
法

　

前
節
の
必
然
用
法
は
そ
の
こ
と
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
真
偽
判

断
を
表
わ
す
の
に
対
し
、
当
然
用
法
は
、
そ
の
こ
と
が
適
切
だ
・
望
ま
し
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い
・
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
、
言
語
主
体
の
価
値
判
断
を
表
わ
す
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
言
語
主
体
に
は
、
一
定
の
基
準
・
軌
範
・
理
念
や

通
念
・
常
識
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
判
断
を
下
す
。
た
と
え
ば
、
次
の

よ
う
な
用
例
が
あ
る
。

１ 

師
旅
ノ
コ
ト
ハ
、
任
セ
ラ
ル
ヽ
者
ガ
、
専
一
ニ
ス
ル
ハ
ズ
ソ
。

 

（
四
８
ウ
）

２ 

上
ニ
ア
ル
人
ハ
、
陽
剛
健
徳
ナ
ル
ハ
、
比
ノ
首
ニ
ナ
ル
ハ
ヅ
ソ
。
陰

柔
ニ
シ
テ
、上
ニ
ア
ル
ト
キ
ハ
、下
ノ
者
ガ
比
ス
ル
コ
ト
無
ホ
ト
ニ
、

凶
道
ソ
。（
四
27
オ
）

　

後
者
は
「
比
」
の
意
味
が
と
り
に
く
い
が
、「
専
一
ニ
ス
ル
ハ
ズ
ソ
」

は
義
務
（
～
べ
き
だ
）、「
比
ノ
首
ニ
ナ
ル
ハ
ヅ
ソ
」
は
適
当
（
～
の
が
良

い
）
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
言
語
主
体
の
信

条
に
基
づ
き
、
物
事
に
対
し
、
一
定
の
価
値
判
断
を
下
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
あ
る
べ
き
だ
・
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
判
断
は
、
往
々
に
し

て
現
実
の
様
相
と
乖
離
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
当
然
用
法
は
、
前
句

「
ハ
ヅ
（
ゾ
・
ナ
リ
）」
が
、
逆
接
の
関
係
で
後
句
に
繋
が
る
用
例
が
多

く
現
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
逆
接
「
ど
も
」
の
用
例
が
８
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
６
例
は
「
な

れ
ど
も
」
で
あ
る
（
用
例
１
～
３
）。
必
然
用
法
の
場
合
、
前
件
に
「
な

れ
ば
」
の
現
わ
れ
る
用
例
が
多
く
見
ら
れ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

１ 

今
初
九
ハ
処
テ

レ

下
ニ

、
不
レ

行
ハ
ツ
ナ
レ
ト
モ
、
陽
剛
ニ
シ
テ
、
進
ム

才
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
行
ノ
義
ア
リ
ト
云
ナ
リ
。（
五
４
オ
）

２ 

坤
ハ
下
篇
ニ
ア
ル
ハ
ヅ
ナ
レ
ト
モ
、
上
篇
ニ
ア
ル
ハ
、
皆
十
一
陽
ノ

卦
ソ
。
如
何
ト
ナ
レ
バ
、
一
陽
ガ
ソ
ノ
卦
ノ
圭
ト
ナ
レ
バ
、
陽
ノ
義

ヲ
ト
ル
ホ
ト
ニ
ソ
。（
首
16
オ
）

３ 

男
ガ
女
ノ
上
ニ
ア
ル
ハ
、
理
之
常
ナ
ル
ホ
ド
ニ
、
陽
勢
ナ
リ
ト
ス
ル

ハ
ツ
ナ
レ
ト
モ
、
君
位
ガ
陰
爻
ニ
テ
、
位
ヲ
失
フ
ホ
ト
ニ
、
下
篇
ニ

ア
ル
ソ
。（
首
21
ウ
）　

類
例
（
二
39
ウ
・
四
4
オ
・
七
24
オ
）

４ 

吉
ナ
ル
ハ
ヅ
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
吉
ナ
リ
ト
ア
ル
ハ
、
四
自
ラ
不
克
ノ

義
ヲ
思
テ
、
困
テ
工
夫
シ
テ
、
法
則
ニ
タ
チ
カ
ヘ
ル
ト
キ
ハ
、
吉
ナ

リ
ト
、
教
ヘ
玉
フ
ソ
。（
六
８
ウ
）　

類
例
（
八
３
ウ
）

　

次
に
多
い
の
は
「
～
は
づ
が
」
で
あ
り
、「
が
」
が
逆
接
を
表
わ
し
て

い
る
。
６
例
が
認
め
ら
れ
る
（
類
例　

四
27
ウ
・
七
６
オ
・
一
三
21
ウ
・

二
三
20
オ
）。

５ 

此
ノ
四
卦
イ
ツ
レ
モ
元
亨
ト
彖
ニ
有
ラ
ン
ハ
ヅ
ガ
、
升
ニ
バ
カ
リ
大

亨
ト
ア
ル
ハ
、
誤
ニ
テ
ア
ラ
ン
ソ
。（
六
13
ウ
）

６ 
君
位
ナ
ラ
ハ
、
天
下
ニ
同
ス
ル
ハ
ツ
ガ
、
二
ノ
一
人
ト
同
ス
ル
ハ
、

私
ソ
。（
六
９
オ
）

　
「
～
は
づ
な
る
に
」
が
１
例
あ
る
。

７ 

一
陰
ニ
テ
モ
賁
ル
ハ
ツ
ナ
ル
ニ
、
二
陰
ナ
レ
ハ
、
イ
ヨ
〳
〵
賁
テ
潤
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沢
ナ
ル
ソ
。（
九
７
オ
）

　

必
然
用
法
の
場
合
、
二
文
を
接
続
詞
「
故
に
」
で
連
接
す
る
用
法
が
見

ら
れ
た
が
、
当
然
用
法
の
場
合
は
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
逆
接
の
接
続
詞
「
し

か
れ
ど
も
」
の
後
続
す
る
用
例
が
１
例
見
ら
れ
る
。

８ 

訟
ハ
真
偽
ヲ
未
タ

レ

分
明
ニ
セ

サ
キ
ハ
惕
ヲ
ソ
ル
ヽハ

ツ
ソ
。
シ
カ
レ
ド
モ
、
中
孚

ナ
ル
ホ
ト
ニ
、
吉
ナ
リ
ト
云
ソ
。（
三
27
オ
）

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
に
、「
ホ
ド
ニ
」
を
承
け
て
「
ハ
ヅ
ナ
リ
」
で
結
び
、

さ
ら
に
、「
ナ
レ
ド
モ
」
と
い
う
逆
接
の
関
係
で
後
続
さ
せ
る
用
例
も
見

ら
れ
る
。

９ 

六
五
ガ
一
卦
ノ
上
ナ
ル
ホ
ト
ニ
、
大
将
ニ
ナ
ル
ハ
ヅ
ナ
レ
ト
モ
、
陰

柔
ニ
シ
テ
人
君
ノ
象
ア
リ
テ
、
下
ノ
九
二
ノ
陽
剛
ヲ
、
将
ニ
シ
テ
、

任
ス
ル
ノ
象
ソ
。（
四
４
オ
）

　

こ
の
よ
う
に
、
意
味
的
に
も
構
文
上
で
も
、「
必
然
」「
当
然
」
の
区
別

の
付
き
に
く
い
場
合
が
、
ま
ま
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
両
者
は
区
別

す
る
の
が
望
ま
し
く
、
一
般
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　

以
上
、『
周
易
集
註
鈔
』
の
用
例
に
基
づ
き
、「
ハ
ヅ
」
の
用
法
を
見
て

来
た
。
本
稿
で
述
べ
た
事
柄
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
現
代
語
で
確
か
な
推
量
を
表
わ
す
「
～
は
ず
だ
」
の
「
は
ず
」
の
語

源
は
「
や
は
ず
・
ゆ
は
ず
」
の
「
筈
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

「
筈
」
と
「
は
ず
（
だ
）」
と
が
意
味
的
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く

の
か
判
然
と
せ
ず
、
こ
の
語
源
説
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。

二
『
周
易
集
註
鈔
』（
一
六
六
一
年
刊
）
に
は
「
ハ
ヅ
（
ゾ
・
ナ
リ
）」

が
69
例
現
わ
れ
、
そ
の
意
味
用
法
は
現
代
語
の
「
は
ず
（
だ
）」
に

酷
似
す
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
上
か
ら
、
こ
の
「
ハ
ヅ
」

は
「
筈
（
ハ
ズ
）」
と
同
一
語
と
は
認
め
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
独

立
し
た
語
と
し
て
「
ハ
ヅ
」
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三『
羅
葡
日
対
訳
辞
書
』（
一
五
九
五
年
刊
）に
は「
筈
」の
意
味
の「fazu

（
ハ
ズ
）」
と
は
別
に
「fazzu

（
ハ
ヅ
）」
が
存
在
し
、
類
義
語
「
約

束
」「
契
約
」
葡
語
の
訳
語
「conserto

（
合
意
）」「pacto

（
協
定
）」

な
ど
に
対
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
ハ
ヅ
」
は
こ
の
よ
う
な
意
味
を

有
す
る
一
語
と
し
て
存
在
し
た
と
認
定
さ
れ
る
。

四
『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三
～
四
年
刊
）
で
は
、「
ハ
ヅ
」
と
「
ハ
ズ

（
筈
）」
が
と
も
に
立
項
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
綴
り
は
と
も
に

「fazu

」
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
四
つ
仮
名
の
混
乱
に
よ
り
、
仮

名
遣
い
の
上
で
、「
ハ
ヅ
」
が
「
ハ
ズ
（
筈
）」
に
吸
収
さ
れ
た
結
果

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

五
室
町
末
期
に
お
い
て
、
ベ
シ
の
意
味
用
法
は
基
本
的
に
ウ
ズ
に
置
換

さ
れ
た
。『
周
易
集
註
鈔
』
に
は
ウ
ズ
は
現
わ
れ
ず
、
代
わ
り
に
ハ

ヅ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ヅ
は
、
ベ
シ
・
ウ
ズ
と
同
様
、
必
然
（
～
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に
ち
が
い
な
い
）・
当
然
（
当
然
～
は
ず
だ
・
べ
き
だ
）
の
両
様
に

用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
意
味
用
法
の
点
か
ら
も
、
現
代
語
の
「
は

ず
」
の
語
源
は
こ
の
ハ
ヅ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

［
注
］

（
１
）
拙
蔵
本
に
拠
る
。「
京
都
大
学
貴
重
図
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（https

：//
m

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb0003

）」に
よ
り
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本（
首

巻
欠
）
も
参
照
し
た
。

（
２
）
小
川
環
樹
氏
他

編
『
角
川
新
字
源　

改
訂
新
版
』（
二
〇
一
七
年　

K
A

D
O

K
A

W
A

）。
他
の
辞
書
も
ほ
ぼ
同
様
の
説
明
で
あ
る
。
な
お
、「
は
ず
だ
」

の
用
法
に
関
し
て
は
、
大
場
美
穂
子
氏
「「
は
ず
だ
」
の
用
法
と
使
用
場
面
」（
慶

應
義
塾
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要
『
日
本
語
と
日
本
語
教
育

48
』（
二
〇
二
〇
年
三
月
）の
次
の
説
明
が
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

当
該
事
態
の
成
立
に
つ
い
て
の
疑
念
・
期
待
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

あ
る
条
件
や
そ
れ
ま
で
の
状
況
、
知
り
得
た
知
識
か
ら
見
て
、
当
該
事
態
が

当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
表
す
（
16
頁
）。

（
３
）
岸
本
恵
実
氏
解
説
・
三
橋
健
氏
書
誌
解
題
『
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
本
羅
葡
日
対
訳
辞

書
』（
二
〇
一
七
年　

清
文
堂
複
製
）
福
島
邦
道
氏
・
三
橋
健
氏
解
題
『
羅
葡
日

対
訳
辞
書
』（
一
九
七
九
年　

勉
誠
社O

xford Bodleian Library

所
蔵
本
複
製
）

に
拠
る
。
語
の
検
索
は
、
豊
島
正
之
氏
編
『
対
訳
ラ
テ
ン
語
語
彙
集
（http

：//
joao-rois.jp/LGR/

）』
の
恩
恵
を
受
け
た
。
翻
字
に
関
し
て
は
、
金
沢
大
学
法

文
学
部
国
文
学
研
究
室
編
『
ラ
ホ
日
辞
典
の
日
本
語　

本
文
篇
索
引
篇
』

（
二
〇
〇
五
年　

勉
誠
出
版
）
を
参
考
に
し
た
。

（
４
）
こ
の
用
例
は
菅
由
美
子
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
引
用
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
「
近

世
期
資
料
に
み
る
「
は
ず
」
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
化
」（『
日
本
語
文
法
』
二
〇
〇
四
年

九
月
）
た
だ
し
、fazzu

（
ハ
ヅ
）
に
関
し
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、

本
抄
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、「
沢
庵
書
簡
（
一
六
三
〇
年
）「
コ
リ
ャ
ー
ド
懺

悔
録
」（
一
六
三
二
年
）」
な
ど
か
ら
の
用
例
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

（
５
）
月
本
雅
幸
氏
解
題
『
キ
リ
シ
タ
ン
版
日
葡
辞
書　

カ
ラ
ー
影
印
版
』（
二
〇
一
三

年　

勉
誠
出
版
）O

xford Bodleian Library

所
蔵
本
複
製
に
拠
る
。　

（
６
）
山
口
堯
二
氏
『
助
動
詞
史
を
探
る
』（
二
〇
〇
三
年　

和
泉
書
院
）
第
九
章
「「
は

ず
だ
」
の
成
立
」
第
二
節
「
弓
の
「
は
ず
が
あ
ふ
」
こ
と
」
に
詳
細
綿
密
な
分
析

が
見
ら
れ
る
。
山
口
氏
は
、
こ
の
「
は
ず
が
あ
ふ
」
の
「
比
喩
的
意
義
」
か
ら
「
段

取
り
・
予
定
、
約
束
な
ど
の
意
」、
さ
ら
に
「
一
般
規
制
的
な
物
事
の
筋
道
・
道

理
な
ど
の
意
義
も
派
生
し
た
」
と
さ
れ
る
（
１
９
４
～
２
０
６
頁
）
が
、
本
稿
の

捉
え
方
と
異
な
る
。

（
７
）
江
口
正
弘
氏
『
天
草
版
平
家
物
語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
』（
一
九
八
六
年　

明

治
書
院
）
に
拠
る
。

（
８
）
亀
井
孝
氏
「
硯
縮
凉
鼓
集
を
中
心
に
見
た
四
ツ
が
な
」（『
國
語
學　

第
四
輯
』

一
九
五
〇
年　

刀
江
書
院
）
83
頁
。

（
９
）
拙
著
『
抄
物
語
彙
語
法
論
考
』（
二
〇
一
四
年　

清
文
堂
）
第
三
章
第
二
節
「
和

語
と
し
て
の
「
甲
（
こ
ふ
）」」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

（
10
）
坂
梨
隆
三
氏
『
近
世
の
語
彙
表
記
』（
二
〇
〇
四
年　

武
蔵
野
書
院
）「
１
近
松
の

四
つ
が
な
」
21
頁
。

（
11
）
拙
著
『
玉
塵
抄
の
語
法
』（
二
〇
〇
一
年　

清
文
堂
）
第
三
章
第
一
節
「
助
動
詞
「
う

ず
」
の
表
現
性
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

（
12
）
三
上
章
氏
『
現
代
語
法
序
説
』（
一
九
五
三
年　

刀
江
書
院　

一
九
七
二
年
復
刊　

く
ろ
し
お
出
版
）。
な
お
、
拙
著
『
日
本
文
法
学
の
系
譜
』（
二
〇
一
二
年　

昭
和

女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）１
２
０
頁
も
参
照
せ
ら
れ
た
い
。篠
崎
一
郎
氏「「
ハ

ズ
」
の
意
味
に
つ
い
て
」（『
日
本
語
教
育
』
一
九
八
一
年
六
月
）
は
、「
ハ
ズ
」

を
形
式
名
詞
と
し
て
扱
っ
て
お
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、「
名
詞
く
ず
れ
」
を
し
て
い
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る
場
合
は
、
助
動
詞
と
し
て
扱
う
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

（
13
）
川
村
大
氏
「
ベ
シ
の
諸
用
法
の
位
置
関
係
」（『
築
島
裕
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論

集
』
一
九
九
五
年　

汲
古
書
院　

所
収
）・
同
氏
「
ベ
シ
の
表
す
意
味
―
肯
定
・

否
定
・
疑
問
の
文
環
境
の
中
で
―
」（『
山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』

一
九
九
六
年　

明
治
書
院　

所
収
）。
川
村
氏
は
ベ
シ
を
、
Ａ
類
「
現
実
世
界
接

触
用
法
」
Ｂ
類
「
事
態
の
妥
当
性
主
張
用
法
」
に
二
分
さ
れ
る
。
Ａ
類
が
「
必
然
」、

Ｂ
類
が
「
当
然
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。
詳
し
く
は
拙
著
『
抄
物
の
語
彙
と
語
法
』

（
二
〇
二
一
年　

清
文
堂
）
第
一
章
第
二
節
「
抄
物
に
お
け
る
助
動
詞
「
べ
し
」

の
変
容
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

［
付
記
］
送
稿
後
、『
職
原
鈔
私
記
（
一
六
四
八
年
）』『
論
語
集
註
抄
（
一
六
六
九
年
）』

に
ハ
ヅ
の
用
例
を
見
出
し
た
。
ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、『
唐
詩
選
国
字
解

（
一
七
八
〇
年
）』
な
ど
『
国
字
解
』
類
に
も
ハ
ヅ
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
稿

を
改
め
て
述
べ
る
。


